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一般的に、中国史でも国土を統一する過程においては、武人(戦 士)が 重要な役割 を果たす。
しかし、国家経営の担い手 戦時にあっては物資補給や人員手配などの後方業務の担当者
は、通常、文人官僚であり、武人は統一戦争が終わると、主役の座 を文人に譲 る(あ るいは奪
われる)の が通例であった。
姜教授によれば、新羅王朝における貴族の原型は、戦士、すなわち国土統一に功績のあった
武人貴族にあったとい う。勝利者 となった武人がそのまま権力の中枢の座に就いた、とい うこ
とであろう。武人は貴族 として政務を執るものと思われるが、その場合、彼 らの戦士としての
性格はどのようにして保持 されるのであろうか。武人貴族が文人化す る契機は存 したのであろ
うか。
この問いに対 して姜教授は、新羅王朝が律令制 と官僚的行政制度を中国から導入 した点を重
視 し、これ らによって新羅支配層は徐々に文人的性格を帯びていったと説明される。文書行政
を根幹とする中国式の政治システムを機能 させ るために、官僚には儒教的素養が必要 となり、
このことが元来武人貴族であった新羅の支配層を文臣官僚 とす るのに決定的な役割を果たした
とされるのである。




ある。8世 紀前半に試み られた 「丁田制」(壮 丁に一定面積の田地を支給する制度)が 短期間












入 りしたはずである。あとは、王命 による人事異動で彼 らを官僚として動かし、これに従わな
い者は律令により処分すればよい 少なくともこれが、新羅が学ぼ うとした中国的律令官人
制の通常のスタイルであった。隋唐の官人たちは、それが栄転であれ左遷であれ、任命 された






る吏部の選銓(任 官人事)で は、「身言書判」(身 なり、言葉遣い、筆跡、美文表現力)と いっ
た貴族的特質が重視 され、また、初唐あた りはまだ科挙出身者よりも任子出身者(高 官 ・貴族
の子弟)の ほ うが優勢であったけれ ども、皇帝が自分の手足となって動いてくれる人材を科挙
出身者のなかに見いだすことで、両者の力関係は逆転することとなった。中国の律令制を採用




は、政権構造 の観点からも、じつに興味深 く思 う。
















いたけれ ども、彼 らとて戦時にあっては、軍を率いて出陣することもあった。 しか し、評価さ
れるのはあくまでも将帥としての統率能力であり、戦士としての側面が強調されることはなかっ














2.宋 朝 の武 人 と文 人 一高 麗 との 比 較 か ら
Shultz教 授の報告は、高麗王朝における武人 と貴族の均衡保持の試みについて論 じたもの
であったが、わたくしは、高麗が影響を受けたとされる宋朝との比較の観点から興味深 く聴き
入った。以下、宋朝の制度における文人と武人(文 官 と武官)の 関係を述べて、コメン トに代
えたいと思 う。
Shultz教 授によれば、高麗の建国もまた武人のカに負 うところが大きかったけれ ども、国
土統一後、廷臣(文 人官僚)に よって中国風の政治制度が確立されると、武人の影響力は大幅




を敢行した。建国当初の宋朝は、北からは契丹(遼)、 西北か らは党項(西夏)の 軍事的圧力を受
け、南には十国の残存勢力が控えるとい う、厳 しい緊張状態の中におかれていた。華中 ・華南
の統一に20年 近 くの歳月を要 し、北方の失地に至っては遂に奪還することができなかったけ
れども、11世 紀前半までに契丹 ・西夏 との講和が成立すると、宋朝はようや く軍事的緊張か
ら解放されることとなった。


















節度使 トップに較べれば、将校 ・兵士の処遇は比較的簡単であった。戦闘要員 として使える
優秀な将兵 とそ うでない者との選別が行なわれたのである。使える者は禁軍に編入 され、兵士
























えられていたのに対 して、武官への道は、胥吏(無 給の下級役人)で 年功を積んだ者や中～高
級武官 ・戦没者の子弟にも開かれてお り、数から言えば、そちらのルー トから武官となる者の
方が遥かに多かった。言い換えれば、武官 となる者には、試験で試すほどの知識や技能は求め
られていなかったのである。
官界において武官 と文官との人材交流が全 く無かったわけではない。武官 としてある程度の
経歴を積んだ者は、希望すれば そして一定の条件を満たせば 文官に転換することがで
き、逆に文官から武官に移ることも認 められていた。但 し、武官から文官に移る際には、儒教
の基本経典についての試験が課された。無学の者を文官の世界に入れるわけにはいかなかった
のである。
63
